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第 2 編ではリノール酸とアクリル酸の付加反応による C21 二塩基酸の合成反応を扱ったものである。


















(5) リノール酸とアクリル酸との聞の異性化ー付加反応において，鉄ペンタカルボニルおよび 1 ， l' 
ージチオジ-2-ナフトールがすぐれた触媒であることを明らかにし，本反応を利用して， トール
油脂肪酸をモノエン酸と C 21 二塩基酸に分離する方法を確立した。
以上のように本論文は従来工業用資源として利用度の低かったトール油に対し新しい知見を加える
ものでトール油およびアピエチン酸に関する研究 およびトール油の工業的利用の発展に貢献すると
ころが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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